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４. 幼児教育 
増田 直広 
 
長野県飯田市における幼児環境教育関連への関わりは 2018 年度より始まった。2019 年
度は下記の取組みを行った。 
(1)視察および意見交換 
①南信濃公民館との意見交換 
2019 年 3 月 12 日、飯田市企画課の林課長補佐と共に南信濃公民館を訪問し、宮田主
事に幼児関連の取組みを聞くと共に意見交換を行った。 
＜南信濃公民館より＞ 
・乳幼児学級など公民館と保育園の連携事業を行っている 
・飯田型コミュニティスクールにおいて公民館が大きな役割を果たしている 
＜所感等＞ 
・想像以上に公民館と保育園が連携していた 
・飯田型コミュニティスクールといいだ型自然保育の連携ができると良い 
②上村保育園の視察と意見交換 その１ 
2019 年 3 月 12 日、飯田市企画課の林課長補佐と共に上村保育園を訪問し、上沼園長
に園の概況と自然保育への取組みを聞いた。 
＜上村保育園より＞ 
・現在、園児数は 6 人で 2019 年度には 4 人になる 
・地域との連携は良好で、2018 年の夏に園の裏山を開拓して遊び場を作った 
・上村小学校との連携もある 
・地域の自然を活かした保育を行っており、通信を通して保護者等に発信している 
・霜月祭りの前には神社の清掃を行うなど文化面のつながりもある 
＜所感等＞ 
・現時点で魅力的な保育をしている 
・地域資源のリスト化をすることで改めて地域資源を知ることができると伝えた 
・保育園と地域資源をつなぐ役割として公民館が機能している 
③上村保育園の視察と意見交換 その２ 
2019 年 7 月 22 日、飯田市企画課の小島主事と共に上村保育園を訪問し、熊谷園長と
意見交換を行った。 
＜上村保育園より＞ 
・熊谷園長は 2019 年 4月に着任したが、園児の五感の敏感さに驚いている 
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・全園児 4 人という小規模園の悩みとして、関われる園児数の少なさがある 
その意味で和田保育園との合同保育の機会はありがたい 
・運動会は地域を巻き込んで行っている、住民にとっても楽しみとなっている様子 
・食（お茶、ソバなど）や文化（霜月まつりごっこ）を活かした活動も行っている 
＜所感等＞ 
・裏山の活用方法を模索している様子 
・園児の人間関係を広げるためにも、和田保育園や上村小学校との交流は有益 
・上村保育園の自然保育を支えているのは地域とのつながりの強さ 
④上村保育園の視察と意見交換 その 3 
2019 年 11 月 5 日、上村地区の地域おこし協力隊員の平山氏と共に上村保育園を訪問
し、視察を行った。また、平山氏と情報交換をした。 
＜活動の様子＞ 
・午前、裏山での日常保育に同行、保育者も入り自然遊びをして過ごしていた 
・午後は地域協力者が園を訪れ、園児と共にソバの脱穀作業を行った 
・いずれも園児は楽しそうに過ごしていた 
＜所感等＞ 
・裏山での遊びでは保育者が自然への気づきを促し、人間関係の少なさをカバーしていた 
・住民の協力を得て裏山に焚き火場を作る構想がある、やはり地域との関わり強い 
・住民との協働で裏山を遊び場、学び場にできるのではないだろうか 
⑤和田保育園の視察と意見交換 
2019 年 7 月 22 日、飯田市企画課の小島主事と共に和田保育園を訪問し、髙梨園長と
意見交換を行った。 
＜和田保育園より＞ 
・5 年後に園児がいなくなる予測への危機感がある 
・小学校とのつながりがある、お茶摘み、タケノコ採りなど 
・散歩時、地域の年配者からの声かけが多い 
・大雨時に園から避難することがあったが、自然保育の効果か園児は冷静に対応できた 
・保育者に自然や自然保育に関心を持ってもらうことが必要 
＜所感等＞ 
・上村保育園同様に自然好きの園児が多い 
・災害時対応のエピソードは自然保育の意義と言える 
・飯田市の環境教育関係者とのつながりがないとのこと、サポートできると良い 
⑥千代保育園の視察と意見交換 
2019 年 11 月 5 日、千代保育園を視察し、意見交換を行った。 
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＜千代保育園より＞ 
・裏山が法人としての持ち物とのことで、自然保育の場として手を入れたい 
・同時に園庭も自然保育の視点で改良もしていきたい 
・保育者研修と園児対象のプログラムを希望している 
＜所感等＞ 
・保育の視点だけでなく、生物多様性や生態系の視点で作業をできる良い 
・作業をする前に保育者が自然調査をすることも自然を知る意味で効果的 
・園児や保護者を巻き込んで作業できると、愛着のある園庭や裏山になる 
・フィールドづくり、保育者研修、園児向けプログラムを連動させてモデルを作りたい 
 
(2)幼児対象のプログラム実践 
2019 年 11 月 6 日、和田保育園の散歩（園近くの河原までの行程）に同行し、園児 9 名
へのプログラムを指導した。飯田市企画課の林課長補佐が同行した。 
＜指導内容＞ 
・園児が見つけた生き物等の解説（カマキリ、クモの巣など） 
・自然遊びの紹介（ネコジャラシレース、宝石（きれいな石）探しなど） 
・アリジゴクの観察 
＜所感等＞ 
・事前の話の通り、自然好きの園児が多かった、自然に触れることへの抵抗がない 
・身近な河原や移動途中の土手で遊べる環境は自然保育に適している 
・保育者からは園児だけでなく保育者にとっても気づきの時間だったと評価いただいた 
・また別の機会に訪問し、自然保育の手伝いをできると良い 
・当日の様子を園の通信で掲載していただいた 
 
(3)保育者研修 
2019 年 11 月 5 日、和田保育園の保育者 4 名を対象に研修を行った。飯田市企画課の林
課長補佐と上村地区の地域おこし協力隊員の平山氏が同席した。 
＜指導内容＞ 
・野外でのプログラム体験（草笛、葉っぱじゃんけん） 
・室内での座学（幼児環境教育、山梨県北杜市での実践事例） 
・幼児環境教育のための参考図書紹介 
＜所感等＞ 
・幼児環境教育の意義や遠山郷における自然保育の魅力を伝えることができた 
・日常保育後のため長時間は難しいが、このような機会を増やせると良い 
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・今後は和田保育園と上村保育園の合同研修会とできると学びが深まる 
 
(4)2019 年度総括 
 
遠山郷地区の上村保育園および和田保育園、千代地区の千代保育園の概況を知り、既に
多くの自然保育への関わりがあることを知ることができた。遠山郷の 2 園とは徐々に関係
を強くすることができ、その結果として和田保育園で園児対象プログラムと保育者研修を
実施できたことは意義あることと考える。今後は上村保育園でも水平展開したい。 
創立の経緯が地域創生につながる千代保育園は自然保育のためのフィールドづくりに
関心を持っている。協働して、自然調査、園児向けプログラムを連動させたいいだ型自然
保育モデルを作りたい。 
 
（ますだ・なおひろ 公益財団法人キープ協会環境教育事業／ESD 研究所客員研究員） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
